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リ ー ガ ル マ イ ン ド を 育 成 す る 社 会 科 授 業 構 成
一判例学習教材化の方法原理－






















































事 実認識中心型 直観的判断型 合理的判断型
記 述 説 明 訛 ている 開いている 配 ている 開いている
扱わず 扱う齡 ず扱う扱わず 扱う扱わず 扱う扱わず 扱う扱わず 扱う
自　 由　権 ４ １ １ １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １
平　 等　権 ５ １ １ １ １ ２ ０ １ １ ０ ２ １
社　 会　権 ５ １ ０ ３ ０ ２ ０ １ ０ ０ １ １
新しい人 権 ３ ４ ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０
























型 類 型 名 事　　 例　　 番　　 号 事例数
Ａ 資 料 型 28, 35, 37, 45, 46, 49, 50 ７
Ｂ 教 材 型 30, 31, 39, 42, 44 ５
Ｃ 資料･教材型 27, 29, 32, 34, 36, 40, 41, 43, 47, 48 10




















































































































































































争点 判断 予想される直観的判断 の基本型
●１ ◇ 住民 は様々な被害を受 けて いる ので， 差 し
止 めを認 めるべきである。
◆ 空 港は公共性が高いので， 差 し止 め を認 め
るべきではない。
･･
皿 ◇ 住民は被害を受 けている ので， 損害 賠 償を
.認めるべきである。
◆ 国は公害防止対策を行 って い る ので， 損 害
賠償を認 めるべ きで はない。
iii ◇ 住民の被害が継続す るので ， 将 来 の損 害賠
償を認めるべ きであ る。
◆ 公害防止対策を強化 するので， 将来 の損害
賠償を認 めるべ きで はない。









争点 判 断 第 一 審 判 決 の 争 点 別 結 果
・
１ 盍 午後10時から午前 ７時ま で の飛 行差 し止 め
を認める。
ii ◇ 過去の損害賠償を認 める。
●●●ｍ ◆ 将来の損害賠償 は認 められない。

























争点 判断 控 訴 審 判 決 の 争 点 別 結 果
１ ◇ 午後 ９時か ら午前 ７時 まで の飛 行 差し 止 め
を認める。
ii ◇ 過去 の損害賠償を認 める。
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